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研究成果の概要（和文）：日本の自動車関連企業にとってアジアはグローバル事業の中核的市場となっており、
その重要性は論を俟たない。自動車メーカーはいわずもがな、主な1次サプライヤーもアジア進出を果たしてお
り、コストのさらなる削減のためには深層の現地化が必要という認識が業界に広がっている。そうしたなか本研
究は、これまであまり注目されなかったアジアローカル2次サプライヤーを対象に、彼らの能力構築と進化経
路、そしてイノベーションプロセスを具体的に分析した。

研究成果の概要（英文）：Trailblazing studies on capability assessments of automotive parts suppliers
 were undertaken by Dr. Banri Asanuma (Asanuma, 1989, 1997). Characteristically, his research pays 
attention to suppliers’ product design capability, and the formularization of the development of 
suppliers through progress from works based on supplied drawings to those based on approved 
drawings. However, many local parts suppliers in Thailand and China, which are the subjects of our 
study are second tier suppliers primarily processing for remuneration or contracting for assembly 
works. Therefore, if we evaluate them with Asanuma’s framework, it leads to the conclusion that 
most of them remain at the stage of working on supplied drawings. However, we have witnessed, during
 our visit survey, many long-standing suppliers without product design capability. In order to 
resolve this issue, we introduce a new evaluation framework to correctly assess the characteristics 
of such local parts suppliers for our study.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、アジアローカル2次サプライヤーの能力構築を「製品設計能力」、「工程設計能力」、
「ドメイン設計能力」という三つの視点で明らかにしたことである。また本研究では、分析結果を踏まえて日本
の自動車関連企業のアジアにおける調達戦略に実務的な示唆も提示した（赤羽淳・土屋勉男・井上隆一郎『アジ
アローカル企業のイノベーション能力』同友館2018年）。これが本研究の社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

部品企業の「ものづくり能力」研究は、自動車部品を対象にした浅沼萬里の研究[1997]が嚆矢
である 。浅沼は、日本の自動車部品メーカが完成車メーカとの取引を通じて製品設計能力を向
上させ、顧客からの貸与図にもとづく生産から、自社で図面を作成し顧客の承認を得る承認図へ
進化させるパターンを明らかにした。この「貸与図から承認図＝部品企業による自社製品設計能
力の獲得」の進化経路を用いた評価軸は、とくに一次サプライヤーの評価クライテリアとして、
日米など先進国を対象に、多くの関連研究に援用されてきた（Clark & Fujimoto[1991]、
Dyer[1996]、藤本[1997]）。 
一方で、我々は自動車産業の成長が著しいアジア（タイ・中国）の地場企業（100％ローカル資
本）に注目し、その能力構築を評価してきた。その結果、アジアの地場企業の多くが、二次以下
の中小サプライヤーで、製品設計能力をあまり持たず、浅沼の評価軸では一義的な低評価しかで
きないことがわかった。そこで我々は、従来の「製品設計能力」に加えて、品質・コスト・納期
を改善させる「工程設計能力」も考慮してものづくり能力を多面的にみるとともに、Anssof 
[1965]の製品・市場マトリックスを参考に、顧客・分野の多様化を通じてより盤石な事業基盤を
築く「ドメイン設計能力」という評価軸を構築して、改めてアジア地場企業の評価を行った。そ
して日系の中小企業が「製品設計」や「工程設計」に特化していく傾向（「ものづくり指向」）に
あるのに対し、アジアの地場企業は顧客と事業の多角化（「ドメイン指向」）を初期の段階から追
及することを明らかにした。また、各指向において、「自社製品設計能力の壁」と「異なる部品・
加工分野の壁」の存在が明らかになり、多くの企業がその壁を乗り越えられない現状も確認した。 
 
本研究の位置づけと特徴 
 本研究では、これまでの研究成果を土台に、以下の二点を研究課題として設定している。 
① 中小部品企業の二つの進化経路である「ものづくり指向」と「ドメイン指向」は、いかなる

要因によって規定されるのか 
② 「ものづくり指向」で製品設計能力を獲得した企業、「ドメイン指向」で異なる部品・加工

分野へ進出した企業は、いかにして「自社製品設計能力の壁」や「異なる部品・加工分野の
壁」を克服したのか。 

調査対象国としては日本、タイ、中国に、以下の理由からインドを加えることにする。 
 
1. 中国、日本に次ぐ自動車生産大国インドを加え、アジアの主要な自動車生産大国を網羅す

る。 
2. 日系ブランドが強いタイと欧米ブランドが強い中国に加えて、日系、欧米、地場ブランドの

シェアが拮抗するインドの調査により、異なる業界構造が及ぼす影響の違いを比較分析で
きる。 

3. インドの自動車市場調査はあるが、その部品産業、とりわけ中小地場企業の調査は皆無であ
り、研究の空白地帯を本研究が埋める役割も果たす。 

 
２．研究の目的 

本研究は、自動車産業を事例にアジアの中小地場部品企業を比較分析し、その成長の指向性の
違いを明らかにする。具体的には、製品・工程設計能力の向上を軸とし、日系企業に多く見られ
る「ものづくり指向型」と、顧客と事業の多角化を軸とし、タイ・中国などに多い「ドメイン指
向型」の指向性を規定する要因を探る。また、前者の成長過程には、顧客の貸与図から自社設計
図面で顧客の承認を得る承認図に移行できるか否かの「自社製品設計能力の壁」が、後者には異
なる部品・加工を扱えるか否かの「異なる部品・加工分野の壁」が存在するため、それらを乗り
越える要因も明らかにする。上記三国にインドを対象に加えてアジアの主要な自動車生産大国
を網羅し、その中小部品企業の成長を多義的に検証するとともに、日系自動車企業のアジア調達
戦略に対する実務的示唆も引き出す。 
 
３．研究の方法 
＜基本聞き取り調査＞：日本、タイ、中国、インドの調査対象企業に、企業概要、主要分野、取
引先、図面の種類、VA/VE 活動などを聞き取り調査し、現状のポジションを図 1 にマップする。 
＜インデプスケーススタディ＞：基本聞き取り調査の結果、自社製品設計能力をすでに獲得した
企業と顧客・分野の多様化に成功している企業（エクセレントカンパニー）を抽出、再訪問して、
技術的要件、外部環境、内部環境の各視点から「自社製品設計能力の壁」、「異なる部品・加工分
野の壁」を乗り越えた要件を明らかにする。 
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